










Ⅱ。今後の研究課題 

次年度の重要な研究課題として,次のようなことが残されている。 

(1)全国集計については,1年.2年.3年の初回寛解持続率を分析し,年代的参考資料を残す。 

(2)白血病細胞の諸種の特長の予後に及ぼす影響を評価する。 

(3)新しい治療案による成績を追跡する。 

(4)長期生存例の晩期障害の分析を続行する｡ 

(5)中枢神経白血病の頭蓋照射によらない予防治療成績を検討する。 

(6)骨髄移植による白血病治療の適正な適応を定める｡ 

(7)白血病患児の親にたいする心理面を加味した“手引き書"を作製する。 

(8)ALL についての基準的治療案について勧告する。 


